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TransiJent Receptor Potential Vanilloidl（TRPVl）が関与しているか否かを検討し
たものである。
ラット出血性ショックモデルにおいて、TRPVl括抗剤であるCapsazepine（CPZ）投与
により、ショック後の血圧の上昇、有効循寛血液量の相対的な増加、及び代謝性アシド
ーシスの改善を認めた。また、血中カデコラミン濃度の低下とRostralventrolateral
medulla領域のカテコラミン作動ニューロン活性化の抑制を認めた。さらに24時間生
存率が改善した。
本論文は、TRPVlが出血性ショックの病因に関与することを初めて明らかにするとと
もに、CPZが有効な治療薬の一つになり得る可能性を示唆したものである。よって博士
（医学）の学位を授与するに値すると評価された。
なお、本学位授与申請者は2007年2月1日実施の論文内容とそれに関連した試由を
受け合格と認められた。
（平成17年2月2日）
